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審議結果：否決

（経過）
3月 19日に開催された議員懇談会において、正副議長及び原子力対策特別委員会の正副委員長から、要
請書の内容に関する経過について、付け加えた資料は市の要請書と体裁を揃えるために追加した説明資料
であり、市議会からの要請の主旨に変更はないが、全議員で協議した内容を承認なく補完
して提出したことは問題であったため、謝罪があった。
これら一連の経緯を踏まえ、審議の結果、本発議は否決されたが、その後開催された議
会全員協議会において、改めて議員懇談会時と同様の説明及び謝罪があり、再発防止策を
検討して今後報告するとの説明があった。
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議会の様子は「YouTube」で
配信されています。

発議第２号　原子力防災要請書提出に係る調査特別委員会設置に関する決議について

本件は国の各機関に対し「原子力防災に関する要請書」を提出するため、議会運営に関する申し合わせ
事項により、令和８年２月 13 日に全議員で協議を行い、その結果を踏まえて令和８年３月４日に要請書を
提出した。しかし、財務大臣に提出した要請書の内容に「新野川の護岸工事、市道の無電柱化、国道 150
号の４車線化、放射線防護施設の設置」の４点に関する事項が付け加えられ、その位置等を示す資料が添
付されており、当初全議員で協議した内容から一部修正、加筆されていたことが判明した。このため、事
前協議・承認が必要であるにも関わらずその手順を踏まずに提出した要請書について、その経過と実態を
調査する目的で、調査特別委員会を設置する発議が提出された。
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